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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多点接触を識別可能なタッチパネル式表示器に対するタッチ操作に基づいてオーディオ
信号処理に関する複数のパラメータの値を調整するパラメータ調整装置において、
　前記タッチパネル式表示器に前記パラメータを選択するための複数のパラメータ画像を
表示する表示制御手段と、
　前記タッチパネル式表示器に対するタッチ操作が行われていない状態で、前記パラメー
タ画像に対する第１タッチ操作が開始されたとき、当該第１タッチ操作によりタッチされ
たパラメータ画像が表すパラメータの選択を開始して、該第１タッチ操作を終了するまで
前記パラメータの選択状態を維持し、該第１タッチ操作とは別の第２タッチ操作による別
のパラメータ選択を行わない一方、当該第１タッチ操作の終了が検出されたとき、前記パ
ラメータの選択を終了する選択手段と、
　前記パラメータを選択する前記第１タッチ操作が継続している状態で、前記タッチパネ
ル式表示器に対する前記第２タッチ操作が検出されたとき、当該第２タッチ操作により入
力された物理量に基づいて、前記選択手段により選択中の前記パラメータの値を変更する
変更手段
を備えることを特徴とするパラメータ調整装置。
【請求項２】
　前記表示制御手段が、前記タッチパネル式表示器に前記複数個のパラメータ画像を密集
した配置で表示することを特徴とする請求項１に記載のパラメータ調整装置。
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【請求項３】
　前記パラメータ画像が仮想操作子画像であることを特徴とする請求項１に記載のパラメ
ータ調整装置。
【請求項４】
　前記変更手段が、前記第２タッチ操作により入力された移動距離と移動方向に基づいて
パラメータの値を変更するものであることを特徴とする請求項１に記載のパラメータ調整
装置。
【請求項５】
　多点接触を識別可能なタッチパネル式表示器に対するタッチ操作に基づいてオーディオ
信号処理に関する複数のパラメータの値を調整する処理を、コンピュータに実行させるプ
ログラムであって、前記コンピュータに、
　前記タッチパネル式表示器に前記パラメータを選択するための複数のパラメータ画像を
表示する表示制御手順と、
　前記タッチパネル式表示器に対するタッチ操作が行われていない状態で、前記パラメー
タ画像に対する第１タッチ操作が開始されたとき、当該第１タッチ操作によりタッチされ
たパラメータ画像が表すパラメータの選択を開始して、該第１タッチ操作を終了するまで
前記パラメータの選択状態を維持し、該第１タッチ操作とは別の第２タッチ操作による別
のパラメータ選択を行わない一方、当該第１タッチ操作の終了が検出されたとき、前記パ
ラメータの選択を終了する選択手順と、
　前記パラメータを選択する前記第１タッチ操作が継続している状態で、前記タッチパネ
ル式表示器に対する前記第２タッチ操作が検出されたとき、当該第２タッチ操作により入
力された物理量に基づいて、前記選択手段により選択中の前記パラメータの値を変更する
変更手順
を実行させることを特徴とするプログラム。
【請求項６】
　オーディオ信号処理に関する複数のパラメータの値を調整する音響調整卓において、
　多点接触を識別可能なタッチパネル式表示器と、
　前記タッチパネル式表示器に前記パラメータを選択するための複数のパラメータ画像を
表示する表示制御手段と、
　前記タッチパネル式表示器に対するタッチ操作が行われていない状態で、前記パラメー
タ画像に対する第１タッチ操作が開始されたとき、当該第１タッチ操作によりタッチされ
たパラメータ画像が表すパラメータの選択を開始して、該第１タッチ操作を終了するまで
前記パラメータの選択状態を維持し、該第１タッチ操作とは別の第２タッチ操作による別
のパラメータ選択を行わない一方、当該第１タッチ操作の終了が検出されたとき、前記パ
ラメータの選択を終了する選択手段と、
　前記パラメータを選択する前記第１タッチ操作が継続している状態で、前記タッチパネ
ル式表示器に対する前記第２タッチ操作が検出されたとき、当該第２タッチ操作により入
力された物理量に基づいて、前記選択手段により選択中の前記パラメータの値を変更する
変更手段と
を備えることを特徴とする音響調整卓。
【請求項７】
　前記表示制御手段が、前記タッチパネル式表示器に前記複数個のパラメータ画像を密集
した配置で表示することを特徴とする請求項６に記載の音響調整卓。
【請求項８】
　前記パラメータ画像が仮想操作子画像であることを特徴とする請求項６に記載の音響調
整卓。
【請求項９】
　前記変更手段が、前記第２タッチ操作により入力された移動距離と移動方向に基づいて
パラメータの値を変更するものであることを特徴とする請求項６に記載の音響調整卓。
【請求項１０】
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　パラメータを割り当て可能なノブ型物理操作子を更に備え、
　前記タッチパネル式表示器に対するタッチ操作が行われていない状態で、前記パラメー
タ画像に対する第１タッチ操作が検出されたとき、該第１タッチ操作によりタッチされた
パラメータ画像が表すパラメータを前記ノブ型物理操作子に割り当てて、該第１タッチ操
作を終了するまで前記パラメータを割り当てた状態を維持し、該第１タッチ操作とは別の
タッチ操作による別のパラメータ割り当てを行わない一方、当該第１タッチ操作の終了が
検出されたとき、前記パラメータの割り当てを終了するパラメータ割り当て手段を備える
ことを特徴とする請求項６に記載の音響調整卓。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、オーディオ信号処理に関するパラメータの値を調整するためのパラメータ
調整装置及び音響調整卓に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数チャンネルのオーディオ信号に対してミキシング処理、効果付与処理、及び
音量レベル制御処理などのオーディオ信号処理を行い、処理後のオーディオ信号を出力す
るオーディオミキサが知られている。近年では、内部的な信号処理をデジタル処理で行う
デジタルオーディオミキサ（以下、デジタルミキサ又はミキサとも言う）が開発されてい
る。ミキサの操作パネルには、複数チャンネルのオーディオ信号に対する信号処理に関す
る操作を行うための複数の操作子が１チャンネル分ずつ並べて設けられている。各チャン
ネルの各操作子にはそれぞれ異なるパラメータが制御対象として割り当てられる。ユーザ
は、操作パネルの操作子を使って、ミキシング処理等の各種信号処理に関する操作を行う
。
【０００３】
　従来のデジタルミキサにおいて、操作パネルにタッチパネル式表示器を備え、その表示
器の画面上に、それぞれ異なるパラメータを表す複数のノブ型仮想操作子画像（以下、ノ
ブ画像）を表示するものがあった。かかるデジタルミキサにおいて、画面に接触する操作
（タッチ操作）により１つのノブ画像をユーザに選択させて、選択されたノブ画像が表す
パラメータを操作パネルに設けられた物理操作子に割り当てることで、その物理操作子を
使ってパラメータの値を調整できた（例えば下記特許文献１を参照）。
【０００４】
　ところで、デジタルミキサにおいては、一般的に、「操作パネル上に提示する操作子等
の部品点数を減らして、操作パネルのサイズをできるだけコンパクト且つシンプルに構成
したい」という設計的な要求がある。その一方で、アナログオーディオミキサ的に良好な
操作性を実現するために「操作パネル上にできるだけ多くのパラメータを提示して、提示
されたパラメータの値を調整可能としたい」という設計的な要求もある。この点に関して
、上記特許文献１等に記載された従来のデジタルミキサは、表示器に複数のパラメータ（
ノブ画像）を表示することで、操作パネルのコンパクト化及びシンプル化を図り、且つ、
表示器の１つの画面上にできるだけ多くのパラメータ（ノブ画像）を並べて表示すること
で、操作性に関する要求に応えていた。このため、表示器の１つの画面上には、多数のノ
ブ画像が密集した配置で表示されていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６‐２６２０８０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来のデジタルミキサでは、ノブ画像はパラメータの値の提示と操作子に割り当てるパ
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ラメータの選択スイッチとして機能するのみであり、パラメータの値を調整する機能はな
かった。このため、タッチパネル式表示器に表示されたパラメータを調整する操作に、若
干の手間がかるという不都合があった。
【０００７】
　また、仮に、従来のデジタルミキサにおいて、タッチパネル式表示器に表示されたノブ
画像の接触操作に応じてパラメータの値を調整する機能を搭載したとしても、上述の通り
、ノブ画像が１つの画面上に密集した配置で表示されていたため、特定の１つのノブ画像
のみを、他のノブ画像に触れることなく操作することは極めて困難だった。
【０００８】
　この発明は、上記の点に鑑みてなされたもので、多点接触を識別可能なタッチパネル式
表示器に対するタッチ操作に基づいてオーディオ信号処理に関する複数のパラメータの値
を調整するパラメータ調整装置及び音響調整卓において、パラメータの値を調整する作業
の操作性を向上させることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この発明は、多点接触を識別可能なタッチパネル式表示器に対するタッチ操作に基づい
てオーディオ信号処理に関する複数のパラメータの値を調整するパラメータ調整装置にお
いて、前記タッチパネル式表示器に前記パラメータを選択するための複数のパラメータ画
像を表示する表示制御手段と、前記タッチパネル式表示器に対するタッチ操作が行われて
いない状態で、前記パラメータ画像に対する第１タッチ操作が開始されたとき、当該第１
タッチ操作によりタッチされたパラメータ画像が表すパラメータの選択を開始して、該第
１タッチ操作を終了するまで前記パラメータの選択状態を維持し、該第１タッチ操作とは
別の第２タッチ操作による別のパラメータ選択を行わない一方、当該第１タッチ操作の終
了が検出されたとき、前記パラメータの選択を終了する選択手段と、前記パラメータを選
択する前記第１タッチ操作が継続している状態で、前記タッチパネル式表示器に対する前
記第２タッチ操作が検出されたとき、当該第２タッチ操作により入力された物理量に基づ
いて、前記選択手段により選択中の前記パラメータの値を変更する変更手段を備えること
を特徴とするパラメータ調整装置である。
【００１０】
　また、この発明のパラメータ調整装置において、前記表示制御手段が、前記タッチパネ
ル式表示器に前記複数個のパラメータ画像を密集した配置で表示するよう構成できる。ま
た、この発明のパラメータ調整装置において、前記パラメータ画像が仮想操作子画像であ
ってよい。また、この発明のパラメータ調整装置において、前記変更手段が、前記第２タ
ッチ操作により入力された移動距離と移動方向に基づいてパラメータの値を変更するよう
構成できる。
【００１１】
　また、この発明は、多点接触を識別可能なタッチパネル式表示器に対するタッチ操作に
基づいてオーディオ信号処理に関する複数のパラメータの値を調整する処理を、コンピュ
ータに実行させるプログラムであって、前記コンピュータに、前記タッチパネル式表示器
に前記パラメータを選択するための複数のパラメータ画像を表示する表示制御手順と、前
記タッチパネル式表示器に対するタッチ操作が行われていない状態で、前記パラメータ画
像に対する第１タッチ操作が開始されたとき、当該第１タッチ操作によりタッチされたパ
ラメータ画像が表すパラメータの選択を開始して、該第１タッチ操作を終了するまで前記
パラメータの選択状態を維持し、該第１タッチ操作とは別の第２タッチ操作による別のパ
ラメータ選択を行わない一方、当該第１タッチ操作の終了が検出されたとき、前記パラメ
ータの選択を終了する選択手順と、前記パラメータを選択する前記第１タッチ操作が継続
している状態で、前記タッチパネル式表示器に対する前記第２タッチ操作が検出されたと
き、当該第２タッチ操作により入力された物理量に基づいて、前記選択手段により選択中
の前記パラメータの値を変更する変更手順を実行させることを特徴とするプログラムとし
て構成することもできる。
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【００１２】
　更に、この発明は、オーディオ信号処理に関する複数のパラメータの値を調整する音響
調整卓において、多点接触を識別可能なタッチパネル式表示器と、前記タッチパネル式表
示器に前記パラメータを選択するための複数のパラメータ画像を表示する表示制御手段と
、前記タッチパネル式表示器に対するタッチ操作が行われていない状態で、前記パラメー
タ画像に対する第１タッチ操作が開始されたとき、当該第１タッチ操作によりタッチされ
たパラメータ画像が表すパラメータの選択を開始して、該第１タッチ操作を終了するまで
前記パラメータの選択状態を維持し、該第１タッチ操作とは別の第２タッチ操作による別
のパラメータ選択を行わない一方、当該第１タッチ操作の終了が検出されたとき、前記パ
ラメータの選択を終了する選択手段と、前記パラメータを選択する前記第１タッチ操作が
継続している状態で、前記タッチパネル式表示器に対する前記第２タッチ操作が検出され
たとき、当該第２タッチ操作により入力された物理量に基づいて、前記選択手段により選
択中の前記パラメータの値を変更する変更手段とを備えることを特徴とする音響調整卓で
ある。
【００１３】
　また、この発明の音響調整卓において、前記表示制御手段が、前記タッチパネル式表示
器に前記複数個のパラメータ画像を密集した配置で表示するよう構成できる。また、この
発明の音響調整卓において、前記パラメータ画像が仮想操作子画像であってよい。また、
この発明の音響調整卓において、前記変更手段が、前記第２タッチ操作により入力された
移動距離と移動方向に基づいてパラメータの値を変更するよう構成できる。更に、この発
明の音響調整卓において、パラメータを割り当て可能なノブ型物理操作子を更に備え、前
記タッチパネル式表示器に対するタッチ操作が行われていない状態で、前記パラメータ画
像に対する第１タッチ操作が検出されたとき、該第１タッチ 操作によりタッチされたパ
ラメータ画像が表すパラメータを前記ノブ型物理操作子に割り当てて、該第１タッチ操作
を終了するまで前記パラメータを割り当てた状態を維持し、該第１タッチ操作とは別のタ
ッチ操作による別のパラメータ割り当てを行わない一方、当該第１タッチ操作の終了が検
出されたとき、前記パラメータの割り当てを終了するパラメータ割り当て手段を備えるよ
う構成できる。
【発明の効果】
【００１４】
　この発明によれば、タッチパネル式表示器に対するタッチ操作が行われていない状態で
、パラメータ画像に対する第１タッチ操作によりパラメータが選択され、当該パラメータ
を選択する第１タッチ操作が継続している状態で、第２タッチ操作を行うことにより、当
該第２タッチ操作により入力された物理量に基づいて選択中のパラメータの値を変更でき
る。このとき、第１タッチ操作を終了するまで、その第１タッチ操作に係るパラメータの
選択状態が維持され、該第１タッチ操作とは別のタッチ操作に応じた別のパラメータの選
択を開始しない。この構成により、１つの画面上にパラメータ画像が密集した配置で表示
された画面構成であっても、タッチパネル式表示器に対するタッチ操作により、特定の１
つのパラメータ画像が表すパラメータの値のみを簡単且つ確実に調整できる。したがって
、パラメータの値を調整する作業の操作性が向上するという優れた効果を奏する。また、
この発明によれば、操作パネルをコンパクト且つシンプルに構成し、且つ、操作パネル上
にできるだけ多くのパラメータを提示するという設計的な要求のいずれも満たした上で、
パラメータ値調整作業の操作性を向上できるので、複数チャンネルのオーディオ信号に対
する信号処理に用いる多数のパラメータを、パラメータ毎に調整するパラメータ調整装置
及びデジタルミキサの音響調整卓において、特に有利な効果を奏する。

【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】この発明に係る音響調整卓の一実施形態であるデジタルオーディオミキサの構成
例を示すブロック図。
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【図２】図１のデジタルオーディオミキサにおける信号処理構成を説明するブロック図。
【図３】図１のデジタルオーディオミキサにおけるタッチパネル式表示器の画面構成例を
説明する図。
【図４】タッチパネル式表示器の画面上に対するタッチ操作の概要を説明する図。
【図５】タッチ操作に応じてＣＰＵが実行する処理を説明するフローチャート。
【図６】この発明の別の実施形態として、デジタルミキサコンソールとデジタルミキサエ
ンジンとからなるミキシングシステムの構成例を示すブロック図。
【図７】この発明の別の実施形態として、デジタルミキサとタブレット型コンピュータと
からなるミキシングシステムの構成例を示すブロック図。
【図８】この発明の別の実施形態として、デジタルミキサコンソールとデジタルミキサエ
ンジンとタブレット型コンピュータとからなるミキシングシステムの構成例を示すブロッ
ク図。
【図９】この発明の別の実施形態として、デジタルミキサエンジンとタブレット型コンピ
ュータとからなるミキシングシステムの構成例を示すブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下に、本発明の一実施形態として、多点接触を識別可能なタッチパネル式表示器を備
えたデジタルオーディオミキサについて、添付図面を参照して、説明する。
【００１７】
　図１は、デジタルオーディオミキサ（「デジタルミキサ」又は、単に「ミキサ」とも言
う）のハードウェア構成を示すブロック図である。デジタルミキサ１は、ＣＰＵ（Centra
l Processing Unit、中央処理装置）１０、フラッシュメモリ１１、ＲＡＭ（Random Acce
ss Memory、ランダムアクセスメモリ）１２、波形入出力インターフェース（波形Ｉ／Ｏ
）１３、信号処理部（ＤＳＰ（Digital Signal Processing）部）１４、操作子１５、音
量レベル制御用操作子（電動フェーダ）１６、表示器１７、及び、その他Ｉ／Ｏ１８を備
え、各構成要素が及びバスライン１９を介して接続される。
【００１８】
　ＣＰＵ１０は、フラッシュメモリ１１又はＲＡＭ１２に記憶された制御プログラムを実
行して、デジタルミキサ１の全体動作を制御する。フラッシュメモリ１１は、ＣＰＵ１０
が実行する各種のプログラムや各種のデータなどを格納した不揮発性メモリである。ＲＡ
Ｍ１２は、ＣＰＵ１０が実行するプログラムのロード領域やワーク領域に使用する揮発性
メモリである。また、フラッシュメモリ１１には、オーディオ信号処理に関する各種パラ
メータの値（カレントデータ）を記憶したカレントメモリが設けられている。
【００１９】
　表示器１７は、ミキサ１の操作パネル上に設けられた表示器であって、画面に接触（タ
ッチ）するタッチ操作による入力が可能なタッチパネル式表示器により構成される。本実
施例では、タッチパネル式表示器１７として、多点認識可能なタッチパネル式表示器を適
用する。多点認識可能なタッチパネル式表示器１７とは、同じ時点で発生している少なく
とも２点以上の複数点のタッチ操作を、タッチ操作毎に個々に認識できるものである。か
かる多点認識可能なタッチパネル式表示器１７の構成は、少なくとも、各タッチ操作の位
置（座標）を示す位置情報を検出信号として出力可能なものであれば、従来から知られる
どのような構成を適用してもよい。
【００２０】
　タッチパネル式表示器１７には、ＣＰＵ１０からバス１９を介して与えられた表示制御
信号に基づく各種情報が、仮想操作子画像や文字列等により表示される。操作者（ユーザ
）は、例えば手指や「スタイラス」といわれるペン型入力手段等、なんらかの接触手段を
用いて表示器１７の画面に対するタッチ操作を行う。表示器１７は、タッチ操作に応じた
検出信号を、バス１９を介してＣＰＵ１０に供給する。ＣＰＵ１０は、該供給された検出
信号に基づいて、タッチ操作により指摘された領域に応じた動作を実行する。
【００２１】
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　ミキサ１の操作パネル上には、オーディオ信号処理に関する各種パラメータの値の調整
を含む各種指示を入力するために使用される複数の操作子１５及び音量レベル制御用操作
子（電動フェーダ）１６が設けられている。パラメータの値の調整ないし変更とは、ユー
ザの操作に応じて当該パラメータのカレントデータを変更し、カレントデータの変更をＤ
ＳＰ部１４の信号処理や表示器１７の表示に反映することである。
【００２２】
　波形Ｉ／Ｏ１３は、オーディオ信号を入出力するためのインターフェースであって、ア
ナログオーディオ信号を入力する複数の入力端子、アナログオーディオ信号を出力するた
めの複数の出力端子、及び、複数チャンネルのデジタル信号を入出力可能なデジタルオー
ディオ端子を含む複数のオーディオ端子を含む複数の端子と、アナログデジタル変換（Ａ
Ｄ変換）、デジタルアナログ変換（ＤＡ変換）、及びデジタル変換（フォーマット変換）
を行うための機構を含む。ミキサ１は、波形Ｉ／Ｏ１３を介して、アナログオーディオ信
号の入力（図において下向き矢印で示す）、アナログオーディオ信号を出力（図において
上向き矢印で示す）、及びデジタルオーディオ信号の入出力（図において双方向矢印で示
す）を行う。また、ミキサ１は、その他Ｉ／Ｏ１８を介して、他の周辺機器と接続可能で
ある。その他Ｉ／Ｏ１８は、例えばＵＳＢ（Universal Serial Bus）端子のような汎用イ
ンターフェースである。
【００２３】
　ＤＳＰ部１４は、１つのＤＳＰ（Digital Signal Processor）で構成してもよいし、バ
スで相互接続された複数のＤＳＰで構成し、複数のＤＳＰで信号処理を分散処理するよう
にしてもよい。ＤＳＰ部１４は、ＣＰＵ１０の指示に基づいて各種のマイクロプログラム
を実行することにより、カレントメモリ（フラッシュメモリ１１）に記憶された各種パラ
メータのカレントデータに基づいて、波形Ｉ／Ｏ１３を経由で入力されたデジタルオーデ
ィオ信号（波形データ）に対するデジタル信号処理を行い、処理後のオーディオ信号を波
形Ｉ／Ｏ１３経由で外部に出力する。ＤＳＰ部１４が実行するデジタル信号処理は、ミキ
シング処理、効果付与処理及び音量レベル制御処理等の各種オーディオ信号処理である。
【００２４】
　図２は、図１のミキサ１におけるオーディオ信号処理の構成を説明するブロック図であ
る。図２に示す各部の動作は、波形Ｉ／Ｏ１３の動作及び、ＣＰＵ１０の制御に基づいて
ＤＳＰ部１４が実行するマイクロプログラムの処理により実現される。アナログ入力部（
Ａ入力）２０及びデジタル入力部（Ｄ入力）２１は、波形Ｉ／Ｏ１３のオーディオ信号入
力機能に相当する。Ａ入力２０は、例えばマイク等からのアナログオーディオ信号の入力
を示す。Ｄ入力２１は、デジタルオーディオ信号の入力を示す。なお、以下において「チ
ャンネル」との文言を「ｃｈ」と表記することもある。
【００２５】
　ＣＰＵ１０は、入力パッチ部２２に対して、入力元（Ａ入力２０，Ｄ入力２１）毎に、
その出力先となる入力ｃｈ２３を割り当てるパッチ設定を行う。本明細書において、「パ
ッチ」とは、オーディオ信号の入力元に出力先を論理的に接続することである。ユーザは
、ミキサ１のユーザインターフェース（操作子１５及び表示器１７）を使って、任意に入
力パッチ部２２のパッチ設定を行うことで、入力元（Ａ入力２０，Ｄ入力２１）と入力ｃ
ｈの接続を任意に設定できる。
【００２６】
　入力ｃｈ部２３は、ＤＳＰ部１４の信号処理により実現される論理的な信号処理チャン
ネルであって、所定の複数本の入力ｃｈ（本実施例では４８ｃｈ）により構成される。入
力ｃｈ部２３の各入力ｃｈには、入力パッチ部２２のパッチ設定に基づく１つの入力元の
オーディオ信号が入力される。
【００２７】
　入力ｃｈ部２３の各入力ｃｈには、例えばヘッドアンプゲイン、アッテネータ、ディレ
イ、フェーズ切り替え、ＥＱ（イコライザ）、コンプレッサ、音量レベル、チャンネルオ
ン・オフ、後段のＭＩＸバス２４へのセンドレベル、及びパン等、多数のパラメータが設
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けられている。入力ｃｈ部２３の各入力ｃｈに入力されたオーディオ信号は、カレントメ
モリ（フラッシュメモリ１１）に記憶された各種パラメータのカレントデータに基づく信
号処理を受けた後、後段のＭＩＸバス２４へ出力される。なお、入力ｃｈ部２３に備わる
パラメータの種類は、先述のものに限定されない。
【００２８】
　入力ｃｈ部２３の各入力ｃｈから出力されたオーディオ信号は、２４本のＭＩＸバス２
４のうちの、任意の１又は複数のバスに供給される。ＭＩＸバス２４の各バスは、入力部
ｃｈ２３から供給されたオーディオ信号をミキシングする。各バスにおけるミキシング結
果のオーディオ信号は、そのバスに対応する１つの出力ｃｈへ出力される。
【００２９】
　ＭＩＸ出力ｃｈ部２５は、ＤＳＰ部１４の信号処理により実現される論理的な信号処理
チャンネルであって、２４本のＭＩＸバス２４の１つずつに対応する２４本の出力ｃｈに
より構成される。各ＭＩＸ出力ｃｈ２５には、それぞれ、ＥＱ、コンプレッサ、音量レベ
ル、及びチャンネルオン・オフ等の多数のパラメータが設けられている。各ＭＩＸ出力ｃ
ｈ２５に入力されたオーディオ信号は、カレントメモリ（フラッシュメモリ１１）に記憶
された各種パラメータのカレントデータに基づく信号処理を受けた後、出力パッチ部２６
へ出力される。
【００３０】
　ＣＰＵ１０は、出力パッチ部２６に対して、出力ｃｈ部２５の各出力ｃｈ毎に、その出
力先となる出力ポート（Ａ出力２７又はＤ出力２８）を割り当てるパッチ設定を行う。ユ
ーザは、ミキサ１のユーザインターフェース（操作子１５及び表示器１７）を使って出力
パッチ部２６のパッチ設定を行い、各ＭＩＸ出力ｃｈ２５と出力ポート（Ａ出力２７、Ｄ
出力２８）の接続を任意に設定できる。
【００３１】
　アナログ出力部（Ａ出力）２７及びデジタル出力部（Ｄ出力）２８は、波形Ｉ／Ｏ１３
のオーディオ信号出力機能に相当する。Ａ出力２７はアナログオーディオ信号の出力を示
す。Ｄ出力２８はデジタルオーディオ信号の出力を示す。Ａ出力２７及びＤ出力２８の各
出力端子には、出力パッチ部２６のパッチ設定に基づいて１つの出力ｃｈの出力信号が供
給される。
【００３２】
　図３は、ミキサ１の操作パネル構成とタッチパネル式表示器１７に表示される画面の構
成を詳細に説明する図である。図３において、枠３０で示す１列が１つの信号処理チャン
ネルに対応するチャンネルストリップである。操作パネルには、複数ｃｈ分のｃｈストリ
ップ３０が設けられている。１つのｃｈストリップ３０は、対応する信号処理ｃｈのパラ
メータ設定状況を表示するために表示器１７の画面上に確保された領域３１と、操作パネ
ル上に設けられた物理ノブ操作子（物理ノブ）３３からなる。物理ノブ３３は図１の操作
子１５に含まれるものである。
【００３３】
　表示器１７における１ｃｈストリップ分の領域３１において、複数のノブ型仮想操作子
画像（ノブ画像）３２は、回転操作式のノブ型物理操作子に似せた形状で描画された画像
であって、それぞれ、異なるパラメータを表し、当該パラメータを選択するためのスイッ
チとして機能する。１つの領域３１に表示された複数のノブ画像３２は、例えば、そのｃ
ｈストリップ３０に割り当てられた１つの入力ｃｈから複数のバスへのセンドレベルを表
す（１つのノブ画像３２が１つのバスへのセンドレベルを表す）。１つの領域３１には、
ノブ画像３２の他にも、仮想押しボタンスイッチ画像（ボタン画像）や、ＥＱの特性を描
画するグラフなど、オーディオ信号処理に関するパラメータを表す多数のパラメータ画像
が表示される。表示器１７の１つの画面上には、かかる１ｃｈストリップ分の領域３１が
複数ｃｈ分並列して表示される。したがって、表示器１７の１つの画面上には、非常に多
数のノブ画像３２等のパラメータ画像が密集した配置で表示される。ここで、密集した配
置とは、例えば１つのノブ画像に対して回転操作（パラメータの値を調整するためのタッ
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チ操作）を行うときに、他のパラメータ画像に触れることなく、その回転操作を行うこと
が困難な程度に複数のパラメータ画像が互いに近接している配置である。このように１画
面上に複数のパラメータ画像を並べて表示する画面構成は、アナログオーディオミキサの
ように直感的な操作性をユーザに提供できるという利点がある。
【００３４】
　各ｃｈストリップ３０の物理ノブ３３は、制御対象のパラメータを任意に割り当てるこ
とができる操作子である。ユーザは、各ｃｈストリップ３０の物理ノブ３３に対して、そ
のｃｈストリップの領域３１に表示された複数のパラメータ画像３２が表す複数のパラメ
ータのうちから選択された１つのパラメータを制御対象として割り当てることができる。
ユーザは、物理ノブ３３を使って、その物理ノブ３３に割り当てられたパラメータの値を
調整できる。
【００３５】
　図４は、パラメータの値を調整するためにユーザが行うタッチ操作の概要を説明する図
であって、図３に示す１つのｃｈストリップ３０の一部分を拡大して示している。
【００３６】
　ユーザが行うタッチ操作には次に述べる２つのタッチ操作がある。
　（１）ユーザは、タッチパネル式表示器１７の画面において、所望の１つのノブ画像３
２ａに対する第１タッチ操作を行うことで、そのノブ画像３２ａを選択する。図４におい
て、「（１）」は、第１タッチ操作により選択中のノブ画像３２ａであって、当該選択中
ノブ画像３２ａを、他のノブ画像３２ｂとは異なる表示態様（網掛け表示）で示す。第１
タッチ操作は、１つのパラメータを選択するために、そのパラータを表すノブ画像３２が
描画された領域に対して点的に接触する操作である。タッチパネル式表示器１７上で何ら
のタッチ操作もされていないとき、或いは、少なくとも第１タッチ操作が継続されていな
いときに、新たに行われる最初のタッチ操作が、「第１タッチ操作」として検出される。
第１タッチ操作によってノブ画像３２ａが選択された状態（パラメータ選択中の状態）は
、当該ノブ画像３２ａに対するタッチ操作が維持されている間（ユーザの手指等が表示器
１７の画面に触れている間）、継続する。
　（２）ユーザは、第１タッチ操作により１つのノブ画像３２ａ（パラメータ）が選択さ
れた状態で、第２タッチ操作を行う。第２タッチ操作は、選択中のパラメータの値を調整
するために、表示器１７の画面に接触して物理量を入力する操作である。第１タッチ操作
が継続しているときに行われるタッチ操作が、「第２タッチ操作」として検出される。本
実施例では、第２タッチ操作として、タッチ操作による画面に対する接触点を、略円状の
軌道を描くように移動させることで、物理量として移動距離及び移動方向を入力する操作
（回転式ノブ操作子を回転操作する動作を仮想的に行う線的な接触、便宜上「第２タッチ
操作の移動」、ないし、「回転操作」という）を想定している。図４において「（２）」
の円弧は、「第２タッチ操作の移動」に応じた接触点の軌道を示している。ユーザは、第
２タッチ操作の移動距離及び移動方向により、現在選択中のパラメータの値を変更する指
示を入力できる。
【００３７】
　例えば、ユーザは、表示器１７に表示されたいずれのノブ画像３２も選択されていない
状態で、１つの手指により任意の１つのノブ画像３２を押えることにより第１タッチ操作
を行う。そして、ユーザは、その第１タッチ操作を維持したまま（ノブ画像３２を押えた
まま）、別の手指で画面上の任意の箇所に接触し、第１タッチ操作を行った手指を略中心
とする円弧を描く動作を行うことで、第２タッチ操作を行う。この場合、ユーザは、片手
で、ノブ画像３２の選択（第１タッチ操作）と、選択されたノブ画像３２が表すパラメー
タの値の調整（第２タッチ操作）とを行うことができる。
【００３８】
　図５は、表示器１７の画面に対するタッチ操作に応じてＣＰＵ１０が実行する処理を説
明するフローチャートである。この処理は、表示器１７の画面に対する新たなタッチ操作
が検出さたとき（新たなタッチ操作が開始されたとき）に起動する処理であって、第１タ
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ッチ操作及び第２タッチ操作のいずれの操作に応じても起動する。また、図５の処理は、
タッチ操作毎に独立して起動する。言い換えれば、１つのタッチ操作により１つの図５の
処理が起動する。従って、複数のタッチ操作が行われているときは、複数のタッチ操作の
それぞれに対応する複数の図５の処理が起動する。
【００３９】
　ステップＳ１において、ＣＰＵ１０は、現時点でノブ画像３２に対する第１タッチ操作
が継続中（パラメータ選択中）であるかどうかを判断する。第１タッチ操作が継続中であ
るか否か（いずれかのノブ画像が選択中であるか否か）の判断の方法としては、タッチパ
ネルのどこかが既にタッチされている状態（いずれかの１つのノブ画像がユーザによって
立ちされている状態）であれば継続中と判断し、同タッチされていなければ継続中ではな
いと判断する方法がある。別の方法として、今回のタッチ操作によって起動している図５
の処理以外に既に他の図５の処理が第１タッチ操作の処理として起動されていれば継続中
と判断し、他の第１タッチ操作の処理が起動されていなければ継続中でないと判断する方
法がある。
【００４０】
　現時点で選択中のノブ画像３２がない場合、つまり、タッチパネル式表示器１７に対し
て、パラメータを選択するためのタッチ操作（第１タッチ操作）が継続されていない状態
で、今回のタッチ操作が検出された場合（ステップＳ１のＮＯ）、ＣＰＵ１０は、ステッ
プＳ２～Ｓ５の処理を実行する。一方、現時点で選択中のノブ画像３２がある場合、つま
り、パラメータを選択する第１タッチ操作が継続している状態で、新たなタッチ操作が開
始された場合（ステップＳ１のＹＥＳ）、ＣＰＵ１０は、今回新たに開始したタッチ操作
を、第２タッチ操作（パラメータの値の調整）として認識し、ステップＳ７～Ｓ９による
「第２タッチ操作に応じた処理」を実行する。
【００４１】
　ステップＳ２において、ＣＰＵ１０は、今回検出されたタッチ操作がノブ画像３２に対
するものであるかどうかを判断する。表示器１７がタッチ操作により指摘された領域の位
置情報をＣＰＵ１０に供給するので、ＣＰＵ１０は供給された位置情報に基づいて、今回
開始したタッチ操作により接触された領域がノブ画像３２を表示した領域かどうかを判断
できる。
【００４２】
　今回開始したタッチ操作が、ノブ画像３２に対するタッチ操作であった場合（ステップ
Ｓ２のＹＥＳ）、ＣＰＵ１０は、今回開始されたタッチ操作を、第１タッチ操作として認
識し、ステップＳ３において、当該第１タッチ操作によりタッチされたノブ画像３２が表
すパラメータを、そのノブ画像３２が属するチャンネルストリップの物理ノブ３３の制御
対象に割り当てる。他方、今回開始したタッチ操作が、ノブ画像３２以外の領域に対する
タッチ操作だった場合（ステップＳ２のＮＯ）、ＣＰＵ１０は、ステップＳ１０において
、タッチ操作によりタッチされた箇所に該当する処理を実行し、今回検出されたタッチ操
作に応じた処理を終了する。第１タッチ操作に応じた処理（ステップＳ３～Ｓ５）では、
ＣＰＵ１０は、タッチされた位置（座標）を認識するのみであり、そのタッチ操作の動き
（移動）は認識しない。
【００４３】
　ステップＳ４において、ＣＰＵ１０は、第１タッチ操作によりタッチされたノブ画像３
２が選択された状態（ノブ画像３２が表すパラメータを選択した状態）を開始する。なお
、ＣＰＵ１０は、「パラメータを選択した状態」の開始に伴い、選択中ノブ画像３２の表
示形態を他のノブ画像と異ならせる制御（例えば表示色を変える等）を更に行ってもよい
。
【００４４】
　ステップＳ５において、ＣＰＵ１０は、第１タッチ操作の終了を検出したか否かを判断
し、当該第１タッチ操作の継続中（ステップＳ９のＮＯ）は、ステップＳ５の判断処理を
ループする。このループ処理により、今回の第１タッチ操作が終了するまで（例えば、ユ
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ーザが選択中ノブ画像３２から手指を離すまで）の間は、パラメータ選択中の状態（ノブ
画像３２が選択された状態）が継続する。他方、当該第１タッチ操作の終了が検出された
とき（ステップＳ５のＹＥＳ）、ＣＰＵ１０は、ステップＳ５のループを抜けて、当該第
１タッチ操作に基づくパラメータの選択を終了する（ステップＳ６）。これにより、パラ
メータ選択中の状態（ノブ画像３２が選択された状態）が終了する。そして、ＣＰＵ１０
は、今回の第１タッチ操作に応じて起動した処理を終了する。ただし、前記ステップＳ３
において物理ノブ３３に対して割り当てたパラメータは、その物理ノブ３３の制御対象と
して設定されたまま残る。すなわち、ステップＳ１，Ｓ２，Ｓ４，Ｓ５及びＳ６によりＣ
ＰＵ１０は、パラメータ画像に対する第１タッチ操作が開始されたとき当該パラメータ画
像が表すパラメータの選択を開始し、他方、第１タッチ操作の終了が検出されたとき前記
パラメータの選択を終了する選択手段として機能する。
【００４５】
　パラメータを選択する第１タッチ操作が継続している状態（パラメータを選択中の状態
、ステップＳ５の判断処理をループ中）で、表示器１７の画面に対する新たなタッチ操作
が検出されたとき、ＣＰＵ１０は、今回新たに検出されたタッチ操作を第２タッチ操作と
して認識し、当該継続中の第１タッチ操作に関する処理（ステップＳ５のループ）とは別
に、今回検出された第２タッチ操作に関して図５に示す処理を起動する。そして、第２タ
ッチ操作に関して起動した図５の処理において、ＣＰＵ１０は、ステップＳ１をＹＥＳに
分岐して、処理をステップＳ７に進める。
【００４６】
　ステップＳ７において、ＣＰＵ１０は、「第２タッチ操作の移動」が検出されたかどう
かを判断する。ＣＰＵ１０は、例えば、表示器１７から供給される位置情報の変化を連続
する複数時点にわたって調べることで第２タッチ操作の移動の有無を検出でき、また、複
数時点にわたる位置情報の変化に基づいて第２タッチ操作の移動の距離及びその方向を検
出できる。第２タッチ操作の移動が検出されない場合（ステップＳ７のＮＯ）、ＣＰＵ１
０は、処理をステップＳ９に進める。
【００４７】
　第２タッチ操作の移動が検出された場合（ステップＳ７のＹＥＳ）、ＣＰＵ１０は、ス
テップＳ８において、当該第２タッチ操作により入力された移動距離及び移動方向に基づ
いて、現在選択中のパラメータの値を変更する。これにより、フラッシュメモリ１１（カ
レントメモリ）に記憶された選択中パラメータの値（カレントデータ）が、第２タッチ操
作により入力された物理量（移動距離及び移動方向）に基づいて変更される。すなわち、
ステップＳ７，Ｓ８によりＣＰＵ１０は、第２タッチ操作により入力された物理量に基づ
いて選択中のパラメータの値を変更する変更手段として機能する。
　図４に示す操作例の場合は、ユーザは、画面上の任意の位置に接触し、その位置（移動
開始点）から、「（２）」の軌道に沿って画面上で円弧を描くように接触点を移動させる
ことで、パラメータの値の変更量を入力する。ＣＰＵ１０は、第２タッチ操作の移動の距
離に基づいてパラメータの値の変更量を決定し、その移動の方向で現在値から値を増加さ
せるか又は減少させるかを決定する。なお、パラメータの値の変更に伴い、ＣＰＵ１０は
当該選択中ノブ画像３２におけるツマミ部の回転位置を、変更後の値に応じた回転位置に
更新する表示更新処理を行ってもよい。
【００４８】
　ＣＰＵ１０が前記ステップＳ７及びステップＳ８を実行するケースとは、第１タッチ操
作により選択された１つのノブ画像３２が表すパラメータを選択中の状態（ステップＳ１
がＹＥＳの場合）に限られる。従って、ＣＰＵ１０は、第２タッチ操作の移動距離及び移
動方向（回転操作）を、現在選択中のパラメータの値を変更する指示としてのみ認識でき
る。
【００４９】
　ステップＳ９において、ＣＰＵ１０は、第２タッチ操作が終了したか否かを判断し、当
該第２タッチ操作が継続中（ステップＳ９のＮＯ）は、ステップＳ７～Ｓ９の処理をルー
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プして、当該第２タッチ操作による移動距離及び移動方向の入力を検出するたびに（ステ
ップＳ７のＹＥＳ）、当該第２タッチ操作により入力された移動距離及び移動方向に基づ
いて選択中のパラメータの値を変更する（ステップＳ８）。他方、ＣＰＵ１０は、第２タ
ッチ操作の終了を検出したとき（ステップＳ９のＹＥＳ）、ステップＳ７～Ｓ９のループ
処理を抜けて、当該第２タッチ操作に関して起動した処理を終了する。なお、図５の処理
によれば、第１タッチ操作、或いは、第２タッチ操作が検出されたときに、表示器１７に
表示されたパラメータ画像を他の画像へ切り替える処理（そのタッチ操作に応じて、パラ
メータの値を調整するための特殊な画像（例えば、選択されたノブ画像３２を拡大した画
像や、そのノブ画像３２に対応するポップアップ画像等）を、新たしく表示する処理）は
行っておらず、元の画像の表示が維持される。つまり、図５の処理によれば、ＣＰＵ１０
は、表示器１７に表示された画像を切り替えることなく元の画像の表示を保持したまま、
タッチ操作に応じて選択中のパラメータの値を変更できる。
【００５０】
　ステップＳ１、及びＳ７～Ｓ９による「第２タッチ操作に応じた処理」によれば、第１
タッチ操作の継続中に新たなタッチ操作が検出された場合、ＣＰＵ１０は、第２タッチ操
作による物理量の入力（回転操作）以外は認識しない。言い換えれば、第１タッチ操作の
継続中（ノブ画像３２の選択中）に別のノブ画像３２に対するタッチ操作が行われたとし
ても、ＣＰＵ１０は、それを新たな第１タッチ操作として認識しない。これにより、結果
的に、選択中のノブ画像３２以外のノブ画像に対するタッチ操作を無効とすることができ
る。タッチ操作を無効とするとは、当該ノブ画像がタッチ操作（第１タッチ操作）された
ときに、ＣＰＵ１０がそのタッチ操作に応じて実行すべき処理を実行しないようにするこ
とである。本実施例では、第１タッチ操作の継続中（ノブ画像３２の選択中）は、表示器
１７の全画面で新たなタッチ操作によるノブ画像３２の選択（パラメータ選択）機能が無
効になる。
　例えば、図４において「（２）」に示す操作軌道のように、ノブ画像３２ａの選択中に
行われた第２タッチ操作において、ユーザの手指がノブ画像３２ｂに接触しても、ＣＰＵ
１０はノブ画像３２ｂについて「第１タッチ操作に応じた処理」（ステップＳ１～Ｓ５）
を実行しない。また、第２タッチ操作によりボタン画像３４にユーザの手指が接触した場
合であっても、同様に、接触されたボタン画像３４に該当する処理をＣＰＵ１０は実行し
ない。
【００５１】
　第１タッチ操作の継続中は、選択中パラメータに関する第２タッチ操作以外のタッチ操
作を無効にするので、表示器１７の画面上に多数のパラメータ画像が密集した配置で表示
される画面構成において、他のパラメータ画像に対する意図しない接触を気にすることな
く、表示器１７に表示されたノブ画像３２を使って、選択中のノブ画像３２が表すパラメ
ータの値のみを確実に調整できる。
【００５２】
　以上説明した本願発明に係る実施例によれば、第１タッチ操作の継続中に、新たなタッ
チ操作が検出されたとき、当該新たなタッチ操作を選択中パラメータに関する第２タッチ
操作として認識して（選択中パラメータに関する第２タッチ操作以外のタッチ操作を無効
にして）、この第２タッチ操作により入力された物理量に基づいて、選択中のパラメータ
の値を変更する（選択中パラメータに関する第２タッチ操作以外のタッチ操作を無効にす
る）ことにより、１つの画面上にノブ画像３２等のパラメータ画像が密集した配置で表示
された画面構成であっても、表示器に表示されたパラメータ画像を使って（表示器の画面
に対するタッチ操作により）、特定の１つのノブ画像が表すパラメータの値（カレントデ
ータ）のみを調整できるようになる。したがって、パラメータの値を調整する作業の操作
性が向上するという優れた効果を奏する。本発明は、操作パネルをコンパクト且つシンプ
ルに構成し、且つ、操作パネル上にできるだけ多くのパラメータを提示するという設計的
な要求のいずれも満たした上で、パラメータ値調整作業の操作性を向上できるので、複数
チャンネルのオーディオ信号に対する信号処理に用いる多数のパラメータを、パラメータ
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毎に調整するデジタルミキサの音響調整卓において、特に有利な効果を奏する。
【００５３】
　図５では、ステップＳ９において、今回検出された第２タッチ操作の終了を検出し、第
２タッチ操作が終了したときに（第２タッチ操作を解いたときに）、Ｓ７～Ｓ９のループ
処理を抜ける構成を例示した。ステップＳ９の変更例として、継続中の第１タッチ操作（
選択中のパラメータを選択した第１タッチ操作）の終了を検出したかどうかを判断し、第
１タッチ操作が継続中（ノブ画像３２の選択中）であれば、ステップＳ９をＮＯに分岐し
て、ステップＳ７～Ｓ９の処理をループし、他方、第１タッチ操作が終了したときに（第
１タッチ操作を解いたときに）、Ｓ７～Ｓ９のループ処理を抜ける構成としてもよい。こ
の場合、第１タッチ操作の終了時に、今回検出された第２タッチ操作による接触は無効に
なる。したがって、仮に、第１タッチ操作の終了時点で、その第２タッチ操作による画面
に対する接触が継続していたとしても、その第２タッチ操作に基づいて図５に示す処理を
ＣＰＵ１０が実行することはない。
【００５４】
　この変更例の場合、第１タッチ操作が継続中（ノブ画像３２の選択中）であれば、この
間に行われた新たな第２タッチ操作は、全て、現在選択中のパラメータの値を調整するた
めの操作としてＣＰＵ１０に認識される。よって、第１タッチ操作の継続中（ノブ画像３
２の選択中）であれば、第２タッチ操作を何回行っても、これらタッチ操作について新た
に図５の処理を立ち上げることなく、選択中のパラメータの値を変更する処理を行うこと
ができる。
【００５５】
　なお、上記実施例では、Ｓ７～Ｓ９による「第２タッチ操作に応じた処理」実行中には
、表示器１７の全画面において第１タッチ操作によるノブ画像３２の選択（パラメータの
選択）機能が無効になる構成を説明したが、Ｓ７～Ｓ９による「第２タッチ操作に応じた
処理」実行中には、表示器１７の画面上の所定の領域においてのみタッチ操作によるノブ
画像３２の選択（パラメータの選択）機能が無効になる構成であってもよい。この場合、
ステップＳ１の判断では、ノブ画像３２選択中に検出された当該無効になる所定の領域に
対するタッチ操作のみを、第２タッチ操作として認識することになる。パラメータ選択機
能が無効になる所定の領域としては、例えば、選択中ノブ画像３２の周辺の所定範囲や、
選択中ノブ画像３２が属するｃｈストリップ３０内など、が考えられる。
【００５６】
　また、第１タッチ操作により選択する画像はパラメータを表すパラメータ画像でさえあ
れば、ノブ画像３２に限らず、ボタン画像などその他の形態の仮想操作子画像や、数値入
力ボックス、グラフなど、どのようなパラメータ画像であってもよい。
【００５７】
　また、第１タッチ操作の一例として選択したいノブ画像３２に対する点的な接触を想定
して説明したが、第１タッチ操作は画面に対するタッチ操作により１つのパラメータ画像
を選択できさえすれば、どのような方法のタッチ操作であってもよい。
【００５８】
　また、上記実施例では、第１タッチ操作の選択の対象となるパラメータ（ノブ画像３２
が表すパラメータ）の一例としてセンドレベルを説明したが、第１タッチ操作の選択の対
象となるパラメータ、言い換えれば、第２タッチ操作の制御対象となるパラメータは、セ
ンドレベルに限らず、どのような種類のパラメータであってもよい。第２タッチ操作の制
御対象となるパラメータは、２値以上の数値範囲で値を調整するパラメータが好ましい。
【００５９】
　また、上記図４では、第２タッチ操作の操作形態として、選択中のノブ画像３２ａを略
中心とする略円弧軌道に沿う回転操作を説明したが、第２タッチ操作により移動距離及び
移動方向を入力する操作形態の変更例として、第２タッチ操作の接触点を略円状の軌道に
沿って移動させる（エンドレスに回転する物理ノブの操作を仮想的に行う）操作形態であ
ってもよい。また、第２タッチ操作の操作形態は、回転操作に限らず、画面上で第２タッ
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チ操作の接触点を上下方向又は左右方向に移動させる操作（略直線状の軌道に沿って、第
２タッチ操作による移動距離及び移動方向を入力する操作形態）、あるいは、複数線分を
組み合わせた形状の軌道に沿って、第２タッチ操作による移動距離及び移動方向を入力す
る操作形態などであってもよい。要するに、第２タッチ操作の移動距離及び移動方向によ
りパラメータの値を調整できるのであれば、その軌道の形状はどのようなものであっても
よい。
【００６０】
　また、図５のステップＳ８において、第２タッチ操作により入力された移動距離及び移
動方向に基づき、選択中パラメータの値を変更する構成を説明したが、ステップＳ８は、
第２タッチ操作により入力された物理量（移動距離以外の物理量）に基づき、選択中パラ
メータの値を変更する構成であればよい。物理量の具体例としては、第２タッチ操作の移
動速度や、あるいは、第２タッチ操作の押圧力に基づき、選択中パラメータの値を変更す
るよう構成することが可能である。また、第２タッチ操作により入力された複数種類の物
理量（移動距離、移動方向、移動速度、或いは、押圧力など）を任意に組み合わせて、選
択中パラメータの値を変更する構成であってもよい。
【００６１】
　また、第２タッチ操作により入力する物理量の更に別の例として、タップ操作（画面を
叩く操作）の回数を採用してもよい。その場合、図５のステップＳ８は、今回の第２タッ
チ操作として検出されたタップ操作の回数に応じて、選択中パラメータの値を変更するよ
う構成できる。
【００６２】
　また、第１タッチ操作によるパラメータ選択及びパラメータ選択の終了について、ノブ
画像３２に対するタッチ操作毎に、パラメータ選択状態及び同パラメータの選択解除がト
グル動作で切り替わる構成、つまり、ノブ画像３２に対するタッチ操作が行われたとき、
そのタッチ操作を第１タッチ操作として検出して、そのノブ画像３２が表すパラメータを
選択した状態を開始し、その後、当該ノブ画像３２に対するタッチ操作が行われたときに
、パラメータが選択された状態を解除する構成を採用することができる。この変更例の構
成では、第１タッチ操作によりパラメータ選択した後、選択されたノブ画像３２から手指
等を離しても第１タッチ操作の継続中と認識され、選択中ノブ画像３２に対するタッチ操
作がもう一度検出されたとき（選択中ノブ画像３２を手指等の接触手段で接触したとき）
に、パラメータ選択状態を終了する。この構成を採用する場合、第２タッチ操作は、選択
中ノブ画像３２以外の領域に対する接触でなければならない。また、この構成を採用する
場合、タッチパネル式表示器１７は１点認識のみ可能なタイプで構成されていても実現可
能である。
【００６３】
　この発明の実施形態は、上述したデジタルオーディオミキサ１に限定されない。以下に
、この発明の他の実施形態（図１とは別の実施形態）について、図６～図９を参照して説
明する。
【００６４】
　図６は、この発明に係るパラメータ調整装置の実施形態として、デジタルミキサコンソ
ール１００（コンソール）とデジタルミキサエンジン２００（エンジン）からなるミキシ
ングシステムの構成を示すブロック図である。図６において、コンソール１００は、ＣＰ
Ｕ１１０、フラッシュメモリ１１１、ＲＡＭ１１２、波形Ｉ／Ｏ１１３、タッチパネル式
表示器１１４、操作子１１５、電動フェーダ１１６、及び、その他Ｉ／Ｏ１１７を備える
。エンジン２００は、ＣＰＵ２１０、フラッシュメモリ２１１、ＲＡＭ２１２、波形Ｉ／
Ｏ２１３、信号処理部２１４（ＤＳＰ部）、及び、その他Ｉ／Ｏ２１５を備える。コンソ
ール１００とエンジン２００は、その他Ｉ／Ｏ１１７、２１５を介して接続され、両装置
間で、オーディオ信号（波形データ）とコントロールデータ（リモート制御用の制御デー
タ）を通信できる。図６のミキシングシステムにおいて、コンソール１００はユーザの操
作に基づいてコントロールデータを生成し、生成したコントロールデータに基づいてエン
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ジン２００をリモート制御する。エンジン２００は、コンソール１００によるリモート制
御に基づいてオーディオ信号処理を行う。すなわち、図２に示すオーディオ信号処理は、
エンジン２００のＤＳＰ部２１４、波形Ｉ／Ｏ２１３及びＣＰＵ２１０、並びに、コンソ
ール１００のＣＰＵ１１０及び波形Ｉ／Ｏ１１３等が協働して実行する。なお、エンジン
２００のリモート制御自体は周知の技術を用いて行うものである。
　図６において、コンソール１００が、この発明に係るパラメータ調整装置として機能す
る。すなわち、図３及び図４に示す画面及びパラメータ画像３２等は、コンソール１００
のタッチパネル式表示器１１４に表示され、また、図５のフローチャートに示す処理は、
コンソール１００のＣＰＵ１１０により実行される。
【００６５】
　図７は、デジタルオーディオミキサ１とタブレット型コンピュータ３００とからなるミ
キシングシステムの構成を示すブロック図である。図７において、タブレット型コンピュ
ータ３００は、多点接触を識別可能なタッチパネル式表示器３１３を有する持ち運び可能
な小規模コンピュータであり、ＣＰＵ３１０、フラッシュメモリ３１１、ＲＡＭ３１２、
タッチパネル式表示器３１３、操作子３１４、及び、その他Ｉ／Ｏ３１５を備える。ミキ
サ１は図１を参照して説明したものと同様に構成される。コンピュータ３００は、その他
Ｉ／Ｏ３１５を介してミキサ１に接続され、両装置間でコントロールデータを通信できる
。図７において、コンピュータ３００はユーザの操作に基づいてコントロールデータを生
成し、生成したコントロールデータに基づいてミキサ１をリモート制御する。ミキサ１は
、コンピュータ３００によるリモート制御に基づいてオーディオ信号処理を行う。すなわ
ち、図２に示すオーディオ信号処理は、コンピュータ３００のＣＰＵ３１０、並びに、ミ
キサ１の波形Ｉ／Ｏ１３、ＤＳＰ部１４及びＣＰＵ１０等が協働して実行する。
　図７において、タブレット型コンピュータ３００が、この発明に係るパラメータ調整装
置として機能する。すなわち、図３及び図４に示す画面及びパラメータ画像３２等は、タ
ブレット型コンピュータ３００のタッチパネル式表示器３１３に表示され、また、図５の
フローチャートに示す処理は、タブレット型コンピュータ３００のＣＰＵ３１０により実
行される。
【００６６】
　図８は、コンソール１００、エンジン２００、及びタブレット型コンピュータ３００か
らなるミキシングシステムのハードウェア構成を示すブロック図である。コンソール１０
０及びエンジン２００は、図６に示すものと同様に構成されており、その他Ｉ／Ｏ１１７
、２１５を使ってオーディオデータ及びコントロールデータの通信可能に接続される。タ
ブレット型コンピュータ３００は、図７に示すものと同様に構成されており、その他Ｉ／
Ｏ３１５を使ってコンソール１００に対してコントロールデータを通信可能に接続され、
コンソール１００を介してエンジン２００によるオーディオ信号処理をリモート制御する
。すなわち、図２のオーディオ信号処理は、コンピュータ３００のＣＰＵ３１０、コンソ
ール１００のＣＰＵ１１０及び波形Ｉ／Ｏ１１３、ならびに、エンジン２００のＤＳＰ部
２１４、波形Ｉ／Ｏ２１３及びＣＰＵ２１０等が協働して実行する。
　図８においても、タブレット型コンピュータ３００が、この発明に係るパラメータ調整
装置として機能する。すなわち、図３及び図４に示す画面及びパラメータ画像３２等は、
タブレット型コンピュータ３００のタッチパネル式表示器３１３に表示され、また、図５
のフローチャートに示す処理は、タブレット型コンピュータ３００のＣＰＵ３１０により
実行される。
【００６７】
　図９は、エンジン２００とタブレット型コンピュータ３００とからなるミキシングシス
テムのハードウェア構成を示すブロック図である。エンジン２００は図６に示すものと同
様に構成される。タブレット型コンピュータ３００は、図７に示すものと同様に構成され
ており、その他Ｉ／Ｏ３１５を使ってエンジン２００に対してコントロールデータを通信
可能に接続され、エンジン２００によるオーディオ信号処理をリモート制御する。すなわ
ち、図２に示すオーディオ信号処理は、コンピュータ３００のＣＰＵ３１０、並びに、エ
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ンジン２００の波形Ｉ／Ｏ１３、ＤＳＰ部１４及びＣＰＵ１０等が協働して実行する。
　図９においても、タブレット型コンピュータ３００が、この発明に係るパラメータ調整
装置として機能する。すなわち、図３及び図４に示す画面及びパラメータ画像３２等は、
タブレット型コンピュータ３００のタッチパネル式表示器３１３に表示され、また、図５
のフローチャートに示す処理は、タブレット型コンピュータ３００のＣＰＵ３１０により
実行される。
【００６８】
　上記図６～図９によれば、この発明に係るパラメータ調整装置として機能するコンソー
ル１００又はタブレット型コンピュータ３００のＣＰＵ１１０又は３１０は、タッチパネ
ル式表示器１１４又は３１３に対するタッチ操作が行われていない状態で、パラメータ画
像３２に対する新たなタッチ操作が検出されたとき、当該パラメータ画像３２が表すパラ
メータを選択し（図５のステップＳ１，Ｓ２及びＳ４）、パラメータを選択するタッチ操
作が継続している状態で、新たなタッチ操作が検出されたとき、新たなタッチ操作により
入力された物理量に基づいて選択中の前記パラメータの値（カレントデータ）を変更でき
る（図５のステップＳ１，Ｓ７及びＳ８）。したがって、タッチパネル式表示器に対する
タッチ操作により、選択されたパラメータの値のみを簡単且つ確実に調整でき、パラメー
タの値を調整する作業の操作性が向上するという優れた効果を奏する。
【符号の説明】
【００６９】
１　デジタルオーディオミキサ、１０　ＣＰＵ、１１　フラッシュメモリ、１２　ＲＡＭ
、１３　波形Ｉ／Ｏ　１４　信号処理部（ＤＳＰ）、１５　操作子、１６　音量レベル調
整用操作子（音量フェーダ）、１７　タッチパネル式表示器、１８　その他Ｉ／Ｏ、１９
　バスライン、２０　アナログ入力部、２１　デジタル入力部、２２　入力パッチ部、２
３　入力チャンネル部、２４　ＭＩＸバス、２５　ＭＩＸ出力チャンネル部、２６　出力
パッチ部、２７　アナログ出力部、２８　デジタル出力部、２９　インサートエフェクタ
、３０　チャンネルストリップ、３１　１ｃｈストリップ分の領域、３２　ノブ型仮想操
作子画像（パラメータ画像）、３３　ノブ型物理操作子、３４　ボタン画像、１００　デ
ジタルミキサコンソール、２００　デジタルミキサエンジン、３００　タブレット型コン
ピュータ
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